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タンパク質膜透過・膜組込み機構: タンパク質の膜透過は、進化的に保存されたトランスロコン (SecY/E/G複合
体)を介して起こります。タンパク質膜透過に関わる膜因子SecD/FやPpiD/YfgM等の機能に注目しつつ、この過
程の分子レベルでの解明を目指しています。また、分泌タンパク質VemPの翻訳停止とそれによる膜透過装置
関連遺伝子発現制御機構の解析も行っています。

タンパク質分解・ストレス応答制御の分子機構と制御: タンパク質の分解は、異常なタンパク質の除去とともに、
標的タンパク質の特異的切断による機能調節にも重要です。これらに関わる細胞表層プロテアーゼRseP,
GlpG, FtsH, HtpX, BepA等の機能や、その制御機構の解明に取り組んでいます。

当研究室では、細胞表層タンパク質の発現、折り畳み、アセンブリー、分解などの諸過

程が的確に起こるために細胞に備えられている仕組みを、分子生物学、生化学、遺伝

学、構造生物学等様々なアプローチにより解析し、細菌細胞表層タンパク質の機能発

現と秩序維持機構を明らかにしようと努めています。
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